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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透明基板と、前記透明基板上に形成された着色層と、前記着色層上に形成された透明電極
層と、前記透明電極層上の前記着色層に対応する領域に形成された液晶配向制御用突起と
を有するカラーフィルタであって、
　前記液晶配向制御用突起が、赤色有機顔料および青色有機顔料を含有し、または、紫色
有機顔料を含有し、
　前記液晶配向制御用突起が、カーボンブラック顔料及び金属顔料を含有せず、
　前記有機顔料を分散するために使用される分散剤が下記一般式（１）で表される構造を
有することを特徴とするカラーフィルタ。
【化１】

　（式（１）中、Ｒ１は、（ＣＨ２）４または（ＣＨ２）５を示し、Ｒ２は炭素数５～１
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５のアルキル基を示し、Ｒ１は、一化合物中、それぞれ一種であってもよく二種以上であ
っても良い。ｎ、ｍはそれぞれ独立し、ｎは０～１０、ｍは０～２０の整数である。）
【請求項２】
前記液晶配向制御用突起がネガ型の樹脂組成物を含有する液晶配向制御用突起形成用組成
物を用いて形成されていることを特徴とする請求項１に記載のカラーフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、垂直配向液晶表示装置に用いられるカラーフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、カラーフィルタ側の透明基板と液晶駆動側基板とを対向させ、両者の
間に液晶化合物を封入して薄い液晶層を形成し、液晶駆動側基板により液晶層内の液晶配
列を電気的に制御してカラーフィルタの透過光または反射光の量を選択的に変化させるこ
とによって表示を行う。
【０００３】
　近年、電圧が印加されていない状態で液晶分子が基板面に垂直に配列されており、電圧
が印加されると液晶分子がいろいろな方向に倒れる垂直配向液晶表示装置が提案されてい
る。この垂直配向液晶表示装置は、従来より使用されている捩れネマチック方式の液晶表
示装置と比較して、コントラスト比、応答速度等の面で優れている。また、液晶分子が倒
れる方向を、多数の方向にする場合には、効果的に高視野角を実現することができる、と
いう利点も有する。
【０００４】
　このような液晶が倒れる方向を多数の方向とする垂直配向液晶表示装置としては、例え
ば図２に示すように、透明電極層３の表面、および対向する液晶駆動側基板１２に形成さ
れた電極層１１の表面に、液晶配向制御用突起４を形成し、電圧を印加した際の液晶１３
の配向方向を制御する方式（以下、ＭＶＡ方式ともいう。）が提案されている（例えば特
許文献１等）。
【０００５】
　上記垂直配向液晶表示装置では、液晶が垂直に配向した状態、すなわち電圧を印加しな
い状態で黒表示が行われることとなる。しかしながら上記ＭＶＡ方式では上記液晶配向制
御用突起が形成されていることから、液晶配向制御用突起の周囲の液晶は電圧を印加して
いない状態で完全に垂直に配向しない。そのため黒表示時にバックライト光が漏れ、黒表
示部と白表示部とのコントラストが小さいという問題があった。
【０００６】
　そこで、上記液晶配向制御用突起に遮光材料等を含有させて、黒表示部と白表示部との
コントラストを向上させる方法も提案されているが、遮光材料としてチタンブラックや被
覆カーボン、低信頼性分散剤を用いた顔料分散体を添加すると、液晶配向制御用突起の信
頼性が低下し、液晶の配向不良が起こるといった問題があった。また、上記液晶配向制御
用突起の形成に用いられる樹脂の種類によっては、ちらつきによる表示不良が起こるとい
った問題も有していた。これは、液晶配向制御用突起中に存在するイオン性不純物の影響
により電流が流れることから、電圧保持率が低下し、そのため液晶の配向制御が正確に行
われず、光の透過率が変動してしまうことによるものである。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－７５８３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、液晶表示装置に用いられた際に、配向不良やちらつき等の表示不良が起こりに
くく、また白表示部と黒表示部とのコントラストが高いカラーフィルタの提供が望まれて



(3) JP 5353003 B2 2013.11.27

10

20

30

40

50

いる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、透明基板と、上記透明基板上に形成された着色層と、上記着色層上に形成さ
れた透明電極層と、上記透明電極層上の上記着色層に対応する領域に形成された液晶配向
制御用突起とを有するカラーフィルタであって、上記液晶配向制御用突起が、赤色有機顔
料、青色有機顔料および紫色有機顔料からなる群から選択される少なくとも１種類以上の
有機顔料を含有することを特徴とするカラーフィルタを提供する。
【００１０】
　本発明によれば、赤色有機顔料、青色有機顔料および紫色有機顔料からなる群から選択
される１種類以上の有機顔料を含有させていることにより、形成された液晶配向制御用突
起は、人間の視覚特性上、明るく感じる緑色を透過させないものとすることができる。し
たがって、このような液晶配向制御用突起を液晶表示装置に用いた際、黒表示時において
バックライト光の漏れが生じた場合であっても、見た目の輝度を下げることができ、表示
特性を良好なものとすることができる。
　また、本発明によれば、少なくとも赤色有機顔料、青色有機顔料および紫色有機顔料か
らなる群から選択される１種類以上の有機顔料を含有させることにより、露光光の吸収が
少なく、露光光を透過しやすい液晶配向制御用突起形成用組成物とすることができ、製版
性良く液晶配向制御用突起を形成することができる。
　また、本発明によれば、有機顔料を含有させていることにより、通常有機顔料は導電性
が低いため、液晶配向制御用突起とした際、液晶の配向不良が起こるおそれのないものと
することができる。
【００１１】
　また、本発明においては、上記記有機顔料を分散するために使用される分散剤が下記一
般式（１）で表される構造を有することが好ましい。これにより製版性が良く、かつ高信
頼性の顔料分散体を形成することができるからである。
【００１２】
【化１】

　(式（１）中、Ｒ１は、（ＣＨ２）４または（ＣＨ２）５を示し、Ｒ２は炭素数５～１
５のアルキル基を示し、Ｒ１は、一化合物中、それぞれ一種であってもよく二種以上であ
っても良い。ｎ、ｍはそれぞれ独立し、ｎは０～１０、ｍは０～２０の整数である。)
【００１３】
　上記発明においては、上記液晶配向制御用突起が少なくともネガ型の樹脂組成物を含有
する液晶配向制御用突起形成用組成物を用いて形成されていることが好ましい。これによ
り、液晶配向制御用突起が効率よく、均一な高さに形成されたものとすることができるか
らである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、液晶表示装置に用いた際、配向不良やちらつき等の表示不良が起こり
にくく、白表示部と黒表示部とのコントラストが大きい高品質なカラーフィルタとするこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１５】
　以下、本発明のカラーフィルタについて説明する。
　本発明のカラーフィルタは、透明基板と、上記透明基板上に形成された着色層と、上記
着色層上に形成された透明電極層と、上記透明電極層上の上記着色層に対応する領域に形
成された液晶配向制御用突起とを有するカラーフィルタであって、上記液晶配向制御用突
起が、赤色有機顔料、青色有機顔料および紫色有機顔料からなる群から選択される少なく
とも１種類以上の有機顔料を含有することを特徴とするものである。
【００１６】
　本発明のカラーフィルタは、例えば図１に示すように、透明基板１と、その透明基板１
上に形成された着色層２と、上記着色層２上に形成された透明電極層３と、上記透明電極
層３上の上記各着色層２に対応する領域に形成された液晶配向制御用突起４とを有するも
のである。また、隣接する着色層２間にブラックマトリクス層５が形成されていてもよい
。なお、液晶配向制御用突起４が上記透明電極層３上の各着色層２に対応する領域に形成
されているとは、上記透明電極層３を挟んで各着色層２と上記各液晶配向制御用突起４と
が対応するように形成されていることをいう。
【００１７】
　本発明によれば、少なくとも赤色有機顔料、青色有機顔料および紫色有機顔料からなる
群から選択される１種類以上の有機顔料を含有させることにより、人間の視覚特性上明る
く感じる緑色を透過させない液晶配向制御用突起を形成することが可能となる。これは、
赤色有機顔料、青色有機顔料および紫色有機顔料が緑色の波長を吸収することによるもの
である。したがって、上記液晶配向制御用突起を液晶表示装置に用いた際、黒表示時にバ
ックライト光が漏れた場合であっても、見た目の輝度を下げることができ、良好な表示特
性を得ることができる。
【００１８】
　１．液晶配向制御用突起
　まず、本発明に用いられる液晶配向制御用突起について説明する。
　本発明に用いられる液晶配向制御用突起は、後述する透明電極層上に形成され、液晶の
配向を制御するものである。また、本発明に用いられる液晶配向制御用突起は、赤色有機
顔料、青色有機顔料および紫色有機顔料からなる群から選択される１種類以上の有機顔料
を含有することを特徴とするものである。
【００１９】
　本発明においては、上記液晶配向制御用突起に上述した顔料が用いられており、好まし
くは、特定の分散剤が用いられる。以下、それぞれについて説明する。
【００２０】
　（１）有機顔料
　本発明に用いられる液晶配向性突起用組成物に使用される有機顔料としては、赤色有機
顔料、青色有機顔料、および紫色有機顔料からなる群から選択される一種類以上の有機顔
料である。以下、各顔料について説明する。
【００２１】
　上記赤色有機顔料として具体的には、ＰＲ（ピグメントレッド）１０９、１２２、１２
３、１６６、１７７、１９０、２０６、２０９、２１５、２４２、２５４等が挙げられ、
上記の中でもＰＲ１７７またはＰＲ２５４が用いられることが好ましい。
　また上記青色有機顔料として具体的には、ＰＢ（ピグメントブルー）１５：１、１５：
２、１５：３、１５：４、１５：５、１５：６等が挙げられ、上記の中でもＰＢ１５：６
が用いられることが好ましい。
　また上記紫色有機顔料として具体的には、ＰＶ（ピグメントバイオレット）１９、２３
等が挙げられ、上記の中でもＰＶ２３が用いられることが好ましい。
【００２２】
　上述した有機顔料については、少なくとも１種類が含有されていればよく、１種類のみ
を用いてもよいし、２種類以上を混合して用いてもよい。
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【００２３】
　本発明の液晶配向制御用突起は、上記赤色有機顔料および上記青色有機顔料を含有する
ことが好ましい。また、本発明の液晶配向制御用突起は、上記紫色有機顔料を含有するこ
とが好ましい。これにより、上記液晶配向制御用突起を液晶表示装置に用いた際、緑色の
透過をより透過させないものとすることができるため、見た目の輝度をより下げることが
可能となる。また、製版性良く液晶配向制御用突起を形成することができるからである。
【００２４】
　（２）分散剤
　本発明に用いられる分散剤は、上記有機顔料を分散するために使用されるものである。
本発明に用いられる分散剤は、上記有機顔料を均一に分散することができるものであれば
特に限定されるものではない。
　本発明においては、使用される分散剤が、下記一般式（１）で表される構造を有するこ
とが好ましい。これにより製版性が良く、かつ高信頼性の顔料分散体を形成することがで
きるからである。
【００２５】
【化２】

　(式（１）中、Ｒ１は、（ＣＨ２）４または（ＣＨ２）５を示し、Ｒ２は炭素数５～１
５のアルキル基を示し、Ｒ１は、一化合物中、それぞれ一種であってもよく二種以上であ
っても良い。ｎ、ｍはそれぞれ独立し、ｎは０～１０、ｍは０～２０の整数である。)
【００２６】
　（３）液晶配向制御用突起形成用組成物
　本発明に用いられる液晶配向制御用突起は、上述した有機顔料および分散剤を含む液晶
配向制御用突起形成用組成物を用いて形成される。
　上記液晶配向制御用突起形成用組成物としては、少なくとも上述した有機顔料、分散剤
および樹脂組成物を含むものである。以下、樹脂組成物について説明する。
【００２７】
　（ａ）樹脂組成物
　本発明に用いられる樹脂組成物としては、所望する液晶配向制御用突起を形成すること
ができるのであれば、その種類は特に限定されるものではなく、ネガ型の樹脂組成物であ
ってもよく、またポジ型の樹脂組成物であってもよい。本発明においては特に、ネガ型の
樹脂組成物が用いられることが好ましい。一般的なカラーフィルタの着色層や柱状スペー
サ等、他の部材はネガ型の樹脂組成物を用いて形成されているため、液晶配向制御用突起
形成用組成物としてネガ型樹脂組成物を用いることにより、液晶配向制御用突起を形成す
る際に現像液を変える工程等が不要であり、効率よくカラーフィルタを製造することがで
きるからである。
【００２８】
　また、ネガ型の樹脂組成物を用いることにより、後述する遮光材料の量が多い場合であ
っても、製版性が良好なものとすることができるという利点も有する。またさらに、液晶
配向制御用突起を形成する際、露光光の回りこみ（回折）等が生じた場合であっても、液
晶配向制御用突起を形成する領域の液晶配向制御用突起形成用組成物は現像液に溶解しな
いことから、形成される液晶配向制御用突起の高さにバラつきが出ることがなく、カラー
フィルタ全体に、均一な高さで液晶配向制御用突起を形成することが可能となる。またさ
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らに、液晶配向制御用突起を微細化することや、大面積のカラーフィルタに均一な高さで
液晶配向制御用突起を形成することも可能となるという利点も有するからである。
【００２９】
　（ｉ）ネガ型の樹脂組成物
　ネガ型の樹脂組成物としては、例えば多官能アクリレートモノマー、ポリマー及び光重
合開始剤を含有する組成物とすることができる。
【００３０】
　（多官能アクリレートモノマー）
　上記ネガ型の樹脂組成物に用いられる多官能アクリレートモノマーとしては、アクリル
基やメタクリル基等のエチレン性不飽和結合含有基を２つ以上有する化合物が用いられ、
具体的には、エチレングリコール（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロ
ピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ヘキサンジ（メタ）アクリレート、ネオペン
チルグリコールジ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、グリセリ
ントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、１，
４－ブタンジオールジアクリレート、ペンタエリスリトール（メタ）アクリレート、ペン
タエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アク
リレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトー
ルペンタ（メタ）アクリレート等を例示することができる。
【００３１】
　多官能アクリレートモノマーは、２種以上を組み合わせて使用してもよい。なお、本発
明において（メタ）アクリルとはアクリル又はメタクリルのいずれかであることを意味し
、（メタ）アクリレートとはアクリレート基又はメタクリレートのいずれかであることを
意味する。
【００３２】
　（ポリマー）
　またネガ型の硬化性樹脂組成物に用いられるポリマーとしては、例えばエチレン－酢酸
ビニル共重合体、エチレン－塩化ビニル共重合体、エチレン－ビニル共重合体、ポリスチ
レン、アクリロニトリル－スチレン共重合体、ＡＢＳ樹脂、ポリメタクリル酸樹脂、エチ
レン－メタクリル酸樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、塩素化塩化ビニル、ポリビニルアルコー
ル、セルロースアセテートプロピオネート、セルロースアセテートブチレート、ナイロン
６、ナイロン６６、ナイロン１２、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリカーボネート、ポリビニルアセタール、ポリエーテルエーテルケトン、ポリ
エーテルサルフォン、ポリフェニレンサルファイド、ポリアリレート、ポリビニルブチラ
ール、エポキシ樹脂、フェノキシ樹脂、ポリイミド樹脂、ポリアミドイミド樹脂、ポリア
ミック酸樹脂、ポリエーテルイミド樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂等を例示すること
ができる。
【００３３】
　さらにポリマーとしては、重合可能なモノマーであるメチル（メタ）アクリレート、エ
チル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）
アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート
、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘ
キシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル
（メタ）アクリレート、ｎ－デシル（メタ）アクリレート、スチレン、α－メチルスチレ
ン、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、グリシジル（メタ）アクリレートの中から選ばれる１
種以上と、（メタ）アクリル酸、アクリル酸の二量体（例えば、東亞合成化学（株）製Ｍ
－５６００）、イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、フマル酸、ビニル酢酸、これらの
無水物の中から選ばれる１種以上からなるポリマー又はコポリマーも例示できる。また、
上記のコポリマーにグリシジル基又は水酸基を有するエチレン性不飽和化合物を付加させ
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たポリマー等も例示できるが、これらに限定されるものではない。
【００３４】
　（光重合開始剤）
　本発明に用いられる光重合開始剤としては、一般的なものを用いることができ、例えば
ミヒラーズケトン等のラジカル型光重合開始剤や、トリアリールスルフォニウム塩、ジア
リールヨウドニウム塩等のカチオン型光重合開始剤などを挙げることができる。これらは
単独で用いてもよく、２種類以上を併用することもできる。
【００３５】
　また、このような光重合開始剤は、光増感剤と組み合わせて用いることができる。光増
感剤としては、一般的なものを使用することができ、例えばＮ，Ｎ－ジメチルアミノ安息
香酸エチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ安息香酸イソアミルエステル、トリエタノ
ールアミン、トリエチルアミン等が挙げられる。これらの光増感剤は単独で用いてもよく
、２種類以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３６】
　光重合開始剤は、液晶配向制御用突起形成用組成物の固形分中に、１重量％～３０重量
％の範囲内、中でも５重量％～２０重量％の範囲内で含有されることが好ましい。これに
より、液晶配向制御用突起形成用組成物の硬化性を十分なものとすることができるからで
ある。
【００３７】
　（ii）ポジ型の樹脂組成物
　本発明においては、ポジ型の樹脂組成物も用いることができる。
　上記ポジ型の樹脂組成物として具体的には、一般的なカラーフィルタの形成に用いられ
るポジ型樹脂と各種添加剤等とを混合したもの等とすることができる。上記ポジ型の樹脂
としては、例えばナフトキノンジアジド、ベンゾキノンジアジドなどのキノンジアジド類
や、ジアゾメチルドラム酸、ジアゾジメドン、３－ジアゾ－２，４－ジオンなどのジアゾ
化合物や、ｏ－ニトロベンジルエステル、オニウム塩、オニウム塩とポリフタルアルデヒ
ド、コリン酸ｔ－ブチルの混合物の様な光分解剤（溶解抑制剤）と、ＯＨ基を持ちアルカ
リに可溶なハイドロキノン、フロログルシン、２，３，４－トリヒドロキシベンゾフェノ
ンなどのモノマーや、フェノールノボラック樹脂、クレゾールノボラック樹脂などのノボ
ラック樹脂、スチレンとマレイン酸、マレイミドの共重合物、フェノール系とメタクリル
酸、スチレン、アクリロニトリルの共重合物などのポリマーの混合物や縮合物、あるいは
ポリメチルメタクリレート、ポリメタクリル酸メチル、ポリメタクリル酸ヘキサフルオロ
ブチル、ポリメタクリル酸ジメチルテトラフルオロプロピル、ポリメタクリル酸トリクロ
ロエチル、メタクリル酸メチル－アクリルニトリル共重合体、ポリメチルイソプロペニル
ケトン、ポリα－シアノアクリレート、ポリトリフルオロエチル－α－クロロアクリレー
トなどが挙げられる。この中でも汎用性の面から、ノボラック樹脂を主成分とする混合・
縮合物が好ましく用いられる。
【００３８】
　（ｂ）その他の成分
　上記液晶配向制御用突起組成物には通常、上記材料に合わせて界面活性剤、密着助剤、
および溶剤等が用いられることとなる。以下、それぞれについて説明する。
【００３９】
　（ｉ）界面活性剤
　本発明においては、必要に応じて、界面活性剤を含有していてもよい。界面活性剤は、
本発明における液晶配向制御用突起形成用組成物の塗布性を向上させるため、あるいは塗
膜の現像性を向上させるため用いられる。
【００４０】
　本発明に用いられる界面活性剤としては、例えばポリオキシエチレンラウリルエーテル
、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル等のポ
リオキシエチレンアルキルエーテル類；ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、
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ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル等のポリオキシエチレンアリールエーテル類
；ポリオキシエチレンジアルキルエステル類（例えば、ポリオキシエチレンジラウレート
およびポリオキシエチレンジステアレート）等のノニオン系界面活性剤；エフトップＥＦ
３０１、エフトップ３０３、エフトップ３５２（新秋田化成（株）製）；メガファックＦ
１７１、メガファックＦ１７２、メガファックＦ１７３（大日本インキ化学工業（株）製
）；フロラードＦＣ－４３０、フロラードＦＣ－４３１（住友スリーエム（株）製）；ア
サヒガードＡＧ７１０、サーフロンＳ－３８２、サーフロンＳＣ－１０１、サーフロンＳ
Ｃ－１０２、サーフロンＳＣ－１０３、サーフロンＳＣ－１０４、サーフロンＳＣ－１０
５、サーフロンＳＣ－１０６（旭硝子（株）製）等の商品名で市販されているフッ素系界
面活性剤；オルガノシロキサンポリマーＫＰ３４１（信越化学工業（株）製）；（メタ）
アクリル酸系共重合体ポリフローＮｏ．５７、９５（共栄社油脂化学工業（株）製）；な
どが挙げられる。これらは単独であるいは２種以上組合せて用いられる。
【００４１】
　界面活性剤の含有量は、液晶配向制御用突起形成用組成物中の固形分に対して、１重量
％以下であることが好ましく、より好ましくは０．５重量％以下である。
【００４２】
　（ii）密着助剤
　本発明においては、必要に応じて、密着助剤を含有していてもよい。密着助剤は、本発
明における液晶配向制御用突起形成用組成物を透明電極層上に塗布した場合、塗膜と透明
電極層等との密着性を向上させるために用いられる。このような密着助剤としては、例え
ばシランカップリング剤などが挙げられる。
【００４３】
　密着助剤の含有量は、液晶配向制御用突起形成用組成物中の固形分に対して、１０重量
％以下であることが好ましく、より好ましくは５重量％以下である。
【００４４】
　（iii）溶剤
　本発明においては、必要に応じて、溶剤を含有していてもよい。溶剤は、液晶配向制御
用突起形成用組成物中の各成分を均一に溶解し、透明電極層上への塗布を容易にするため
に用いられる。
【００４５】
　本発明に用いられる溶剤としては、液晶配向制御用突起形成用組成物中の各成分とは反
応せず、これらを溶解もしくは分散可能な有機溶剤であればよく、特に限定されるもので
はない。具体的には、メタノール、エタノール等のアルコール類；テトラヒドロフラン等
のエーテル類；エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールジメチルエ
ーテル、エチレングリコールメチルエチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエー
テル等のグリコールエーテル類；メチルセロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテ
ート等のエチレングリコールアルキルエーテルアセテート類；ジエチレングリコールモノ
メチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチ
ルエーテル、ジエチレングリコールエチルメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエ
チルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル等のジエチレングリコール類；
プロピレングリコールメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールエチルエーテル
アセテート等のプロピレングリコールアルキルエーテルアセテート類；トルエン、キシレ
ン等の芳香族炭化水素類；メチルエチルケトン、メチルアミルケトン、シクロヘキサノン
、４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン等のケトン類；および、２－ヒドロキシ
プロピオン酸エチル、２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシ
－２－メチルプロピオン酸エチル、エトキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸エチル、２－ヒ
ドロキシ－２－メチルブタン酸メチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシ
プロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチ
ル、酢酸エチル、酢酸ブチル、乳酸メチル、乳酸エチル等のエステル類;などが挙げられ
る。これらの溶剤は単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせてもよい。
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【００４６】
　溶剤としては、上記の中でも、グリコールエーテル類、アルキレングリコールアルキル
エーテルアセテート類、ジエチレングリコールジアルキルエーテル類、およびジエチレン
グリコール類が好ましい。特に、３－エトキシプロピオン酸エチル、乳酸エチル、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテル
アセテート、メチルアミルケトン、およびジエチレングリコールエチルメチルエーテルが
好ましい。
【００４７】
　本発明における液晶配向制御用突起形成用組成物では、溶剤を除いた成分が５重量％～
４０重量％であることが好ましく、より好ましくは１０重量％～３０重量％の範囲内とな
るように溶剤を配合する。これにより、塗布に適した粘度とすることができる。
【００４８】
　（iv）添加剤
　本発明においては、必要に応じて、添加剤を含有していてもよい。添加剤としては、例
えば帯電防止剤、保存安定剤、消泡剤、重合禁止剤、可塑剤、レベリング剤などが挙げら
れる。
【００４９】
　可塑剤としては、例えばジブチルフタレート、ジオクチルフタレート、トリクレジル等
が挙げられる。消泡剤、レベリング剤としては、例えばシリコン系、フッソ系、アクリル
系の化合物等が挙げられる。
【００５０】
　（４）液晶配向制御用突起の形成方法
　本発明に用いられる液晶配向制御用突起の形成方法としては、一般的なカラーフィルタ
を形成する際に行われる方法と同様とすることができるので、ここでの記載は省略する。
【００５１】
　２．着色層
　次に、本発明に用いられる着色層について説明する。本発明に用いられる着色層は通常
、赤色、緑色、および青色の３色が含まれているものとされるが、本発明においては例え
ば４色以上含まれているものであってもよい。
【００５２】
　また、本発明に用いられる着色層の形状や配列は特に限定されるものではなく、例えば
ストライプ型、モザイク型、トライアングル型、４画素配置型等の公知の配列とすること
ができ、着色面積は任意に設定することができる。
【００５３】
　また、本発明に用いられる着色層の形成方法は、特に限定されるものではなく、一般的
なカラーフィルタの着色層の製造の際に用いられる顔料分散法等を用いることができる。
また、本発明に用いられる着色層の材料としては、一般的なカラーフィルタに用いられる
着色層と同様とすることができるので、ここでの詳しい説明は省略する。
【００５４】
　３．透明電極層
　次に、本発明のカラーフィルタに用いられる透明電極層について説明する。本発明のカ
ラーフィルタに用いられる透明電極層としては、一般的なカラーフィルタに用いられる透
明電極層と同様とすることができ、例えば酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）、酸化亜鉛（Ｚ
ｎＯ）、酸化スズ（ＳｎＯ）等、および、その合金等を用いて、スパッタリング法、真空
蒸着法、ＣＶＤ法等の一般的な成膜方法により形成することができる。このような透明電
極層の厚みは、通常０．０１μｍ～１μｍ程度とすることができる。
【００５５】
　４．透明基板
　次に、本発明に用いられる透明基板について説明する。本発明に用いられる透明基板は
、上記着色層が形成可能なものであれば特に限定されるものではない。このような透明基
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板としては、例えば無アルカリガラス、石英ガラス、パイレックス（登録商標）ガラス、
合成石英板等の可撓性のない透明なリジッド材、あるいは、透明樹脂フィルム、光学用樹
脂板等の可撓性を有する透明なフレキシブル材を用いることができる。
【００５６】
　５．カラーフィルタ
　本発明のカラーフィルタは、透明基板と、上記透明基板上に形成された着色層と、上記
着色層上に形成された透明電極層と、上記透明電極層上の上記着色層に対応する領域に形
成された液晶配向制御用突起とを有するものである。
【００５７】
　本発明のカラーフィルタは、上記透明基板、着色層、透明電極層、および液晶配向制御
用突起を有するものであれば特に限定されるものではなく、用いられる液晶表示装置の種
類等に応じて適宜その構成は選択される。例えば上記着色層と着色層との間にブラックマ
トリクス層が形成されているもの等であってもよい。また本発明のカラーフィルタが半透
過型液晶表示装置に用いられるものである場合には、反射光用領域とされる領域の着色層
および透明基板の間、または着色層および透明電極層の間等にセルギャップ等を調整する
ための透明樹脂層等が設けられていてもよい。このようなブラックマトリクス層や透明樹
脂層等については、一般的なカラーフィルタや半透過型液晶表示装置用カラーフィルタに
用いられるものと同様とすることができる。
【００５８】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は、例示であ
り、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様
な作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００５９】
　以下、本発明について実施例を用いて具体的に説明する。
【００６０】
　実施例および比較例として、液晶配向制御用突起に含有される材料として有機顔料を使
用し、これらを種々の含有量で含有させた液晶配向制御用突起を形成して、Ｃ/Ｒ測定を
行った。
【００６１】
　［実施例１]
　（ブラックマトリクス層の形成）
　まず、下記分量の成分を混合し、サンドミルにて十分に分散し、黒色顔料分散液を調製
した。
　＜黒色顔料分散液＞
　・黒色顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３重量部
　・高分子分散剤（ビックケミー・ジャパン（株）　Disperbyk111）　　　　　２重量部
　・溶剤（ジエチレングリコールジメチルエーテル）　　　　　　　　　　　７５重量部
【００６２】
　次に、下記分量の成分を十分混合して、遮光層用組成物を得た。
　＜遮光層用組成物＞
　・上記黒色顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６１重量部
　・硬化性樹脂組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０重量部
　・ジエチレングリコールジメチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　３０重量部
【００６３】
　そして、厚み１．１ｍｍのガラス基板（旭硝子（株）　AN材）上に上記遮光層用組成物
をスピンコーターで塗布し、１００℃で３分間乾燥させ、膜厚約１μｍの遮光層を形成し
た。当該遮光層を、超高圧水銀ランプで遮光パターンに露光した後、０．０５ｗｔ％水酸
化カリウム水溶液で現像し、その後、基板を１８０℃の雰囲気下に３０分間放置すること
により加熱処理を施してブラックマトリクス層を形成すべき領域にブラックマトリクス層
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を形成した。
【００６４】
　（着色層の形成）
　上記のようにしてブラックマトリクス層を形成した基板上に、下記組成の赤色硬化性樹
脂組成物をスピンコーティング法により塗布（塗布厚み１．５μｍ）し、その後、７０℃
のオーブン中で３分間乾燥した。次いで、赤色硬化性樹脂組成物の塗布膜から１００μｍ
の距離にフォトマスクを配置してプロキシミティアライナにより２．０ｋＷの超高圧水銀
ランプを用いて着色層の形成領域に相当する領域のみに紫外線を１０秒間照射した。次い
で、０．０５ｗｔ％水酸化カリウム水溶液（液温２３℃）中に1分間浸漬してアルカリ現
像し、赤色硬化性樹脂組成物の塗布膜の未硬化部分のみを除去した。その後、基板を１８
０℃の雰囲気下に３０分間放置することにより、加熱処理を施して赤色画素を形成すべき
領域に赤色のレリーフパターンを形成した。
　次に、下記組成の緑色硬化性樹脂組成物を用いて、赤色のレリーフパターン形成と同様
の工程で、緑色画素を形成すべき領域に緑色のレリーフパターンを形成した。
　さらに、下記組成の青色硬化性樹脂組成物を用いて、赤色のレリーフパターン形成と同
様の工程で、青色画素を形成すべき領域に青色のレリーフパターンを形成し、赤（Ｒ）、
緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色からなる着色層を形成した。
【００６５】
　＜赤色硬化性樹脂組成物の組成＞
　・Ｃ.Ｉ.ピグメントレッド１７７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０重量部
　・ポリスルホン酸型高分子分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３重量部
　・硬化性樹脂組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
　・酢酸－３－メトキシブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８２重量部
　＜緑色硬化性樹脂組成物の組成＞
　・Ｃ.Ｉ.ピグメントグリーン３６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０重量部
　・ポリスルホン酸型高分子分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３重量部
　・硬化性樹脂組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
　・酢酸－３－メトキシブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８２重量部
　＜青色硬化性樹脂組成物の組成＞
　・Ｃ.Ｉ.ピグメントブルー１５：６　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０重量部
　・ポリスルホン酸型高分子分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３重量部
　・硬化性樹脂組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
　・酢酸－３－メトキシブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８２重量部
【００６６】
　（透明電極層の形成）
　着色層を形成した基板に、基板温度２００℃でアルゴンと酸素を放電ガスとし、ＤＣマ
グネトロンスパッタリング法によってＩＴＯをターゲットとして透明電極層を形成した。
【００６７】
　（液晶配向制御用突起の形成）
　透明電極を形成した上記基板上に、ノボラック樹脂を含有するポジ型感光性レジストに
下記の方法に従って調製した分散液を顔料濃度が１０％となるように添加した。得られた
ポジ型感光性レジストを着色レリーフパターン形成と同様の方法でパターニングを行い、
液晶配向制御用突起の形成を行った。
　＜分散液の調製＞
　ＰＧＭＥＡにＰＢ１５：６を４０％、ＰＲ１７７を４０％、ＰＶ２３を２０％の比率で
加え、顔料全体の固形分濃度が１５％となるように溶剤で希釈を行った後に、ペイントシ
ェーカーを使用して分散処理を行い、着色分散液を得た。
【００６８】
　（スペーサの形成）
　上記のようにして着色層及び保護層を形成した基板上に、硬化性樹脂組成物をスピンコ
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ーティング法により塗布、乾燥し塗布膜を形成した。硬化性樹脂組成物の塗布膜から１０
０μｍの距離にフォトマスクを配置して、プロキシミティアライナにより２．０ｋＷの超
高圧水銀ランプを用いてスペーサの形成領域のみに紫外線を１０秒間照射した。次いで、
０．０５ｗｔ％水酸化カリウム水溶液（液温２３℃）中に1分間浸漬してアルカリ現像し
、硬化性樹脂組成物の塗布膜の未硬化部分のみを除去した。その後基板を２００℃の雰囲
気中に３０分間放置することにより加熱処理を施して、３．５μｍの高さを有するフォト
スペーサを形成し、カラーフィルタを得た。
【００６９】
　（液晶表示装置の作成）
　上記のようにして得られたカラーフィルタの膜形成表面にポリイミドよりなる配向膜を
形成した。次いで配向膜を形成したガラス基板上に液晶を必要量滴下し、上記カラーフィ
ルタを重ね合わせ、ＵＶ硬化性樹脂をシール材として用い、常温で０．３ｋｇｆ/ｃｍ２

の圧力をかけながら４００ｍＪ/ｃｍ２の照射量で露光することにより接合して、セル組
みし、本発明の液晶セルを得た。
【００７０】
　（コントラスト評価）
　光源として東芝メロウ5D FL10EX-D-Hを使用し、２枚の偏光板の間に作製した液晶セル
を２枚の偏光板に水平に設置し、偏光板を互いにクロスニコルになるように配置した場合
の輝度と、パラレルに配置した場合の輝度を輝度計（ミノルタ輝度計LS-100）を使用して
測定した。得られた輝度から下記の式に従ってコントラストを得た。
　Ｃ／Ｒ＝パラニコル輝度/クロスニコル輝度
【００７１】
　［実施例２］
　液晶配向制御用突起形成用に用いる分散液に添加する顔料の比率を下記のように変更し
た以外は、実施例1と同様にして液晶セルを作製した。得られた液晶セルを使用して実施
例１の方法に従いコントラスト評価を行った。
　＜顔料比率＞
　・ＰＢ１５：６　３０％
　・ＰＲ２５４　７０％
【００７２】
　［実施例３］
　液晶配向制御用突起形成用に用いる分散液に添加する顔料の比率を下記のように変更し
た以外は、実施例１と同様にして液晶セルを作製した。得られた液晶セルを使用して実施
例１の方法に従いコントラスト評価を行った。
　＜顔料比率＞
　・ＰＲ２５４　２０％
　・ＰＶ２３　８０％
【００７３】
　［実施例４］
　液晶配向制御用突起形成用に用いる分散液に添加する顔料の比率を下記のように変更し
た以外は、実施例１と同様にして液晶セルを作製した。得られた液晶セルを使用して実施
例１の方法に従いコントラスト評価を行った。
　＜顔料比率＞
　・ＰＢ１５：６　４０％
　・ＰＶ２３　６０％
【００７４】
　［実施例５］
　液晶配向制御用突起形成用に用いる分散液に添加する顔料の比率を下記のように変更し
た以外は、実施例１と同様にして液晶セルを作製した。得られた液晶セルを使用して実施
例１の方法に従いコントラスト評価を行った。
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　＜顔料比率＞
　・ＰＢ１５：６　３５％
　・ＰＲ２５４　３５％
　・ＰＧ３６　３０％
【００７５】
　［実施例６］
　液晶配向制御用突起形成用に用いる分散液に添加する顔料の比率を下記のように変更し
た以外は、実施例1と同様にして液晶セルを作製した。得られた液晶セルを使用して実施
例1の方法に従いコントラスト評価を行った。
　＜顔料比率＞
　・ＰＧ３６　１０％
　・ＰＲ２５４　９０％
【００７６】
　［比較例１］
　スペーサの高さを３．７５μｍとし、液晶配向制御形成用に用いる分散液に添加する顔
料の比率を下記のように変更した以外は実施例１と同様にして得られた液晶セルを使用し
てコントラスト評価を行った。
　＜顔料比率＞
　・ＰＧ３６　４０％
　・ＰＹ１５０　６０％
【００７７】
　［比較例２］
　液晶配向制御用突起形成用に用いる分散液に顔料を添加しないこと以外は、実施例1と
同様にして液晶セルを作製した。得られた液晶セルを使用して実施例1の方法に従いコン
トラスト評価を行った。
【００７８】
　実施例１から実施例６、および比較例１から比較例２のそれぞれのコントラスト評価の
結果を表１に示す。
【００７９】
　［評価］
　赤色顔料、青色顔料、および紫色顔料のいずれかの有機顔料を含有する液晶配向制御用
突起を用いた例では、いずれもコントラストの高いものが得られた。
【００８０】
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【表１】

【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明のカラーフィルタを説明するための概略断面図である。
【図２】一般的な液晶表示装置を説明するための概略断面図である。
【符号の説明】
【００８２】
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　１　…　透明基板
　２　…　着色層
　３　…　透明電極層
　４　…　液晶配向制御用突起
　５　…　ブラックマトリクス層

【図１】

【図２】
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